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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大

臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS T 4206:2014 は改正され，この規格に置き換えられ

た。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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ガラス製体温計 

Clinical glass thermometers with maximum device 

 
序文 

この規格の附属書 A 及び附属書 B は，計量法第 57 条に基づく譲渡等制限がある特定計量器であるガラ

ス製体温計として要求される要件のうち，構造及び性能に係る技術上の基準，検定，使用中検査の方法な

どを規定するが，これらの附属書の適合だけをもって計量法で定める検定に合格したことにはならない。 

さらに，附属書 C には，改正前の規格 JIS T 4206:2014 に基づき製造・輸入される，感温液に水銀が封

入されているガラス製体温計の取扱いについて記載した。感温液に水銀が封入されているガラス製体温計

の製造は，“水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成 27 年法律第 42 号）”，輸入は，“輸入貿易管

理令（昭和 24 年政令第 414 号）”に基づき 2020 年 12 月 31 日をもって禁止されるが，その使用に規制はな

く，今後も使用され又は廃棄されるため，留意事項を附属書 C にまとめた。 

 

1 適用範囲 

この規格は，人の体温を測定するガラス製体温計（以下，体温計という。）について規定する。この規格

は，次の機能及び構造をもつ体温計に適用できる。 

a) 留点付きで感温液に水銀以外の液体金属が封入されているもの 

b) 温度の計量単位がセルシウス度（℃）のもの 

なお，計量法上の特定計量器である体温計は，附属書 A 及び附属書 B を適用する。 

警告 この規格に基づいて試験を行う場合は，通常の実験室の作業に精通していることを前提とする。

この規格は，その使用に関連して起こる全ての安全上の問題を取り扱おうとするものではない。

この規格の利用者は，各自の責任において安全及び健康に対する適切な措置を取らなければな

らない。 

注記 2020 年 12 月 31 日までに製造・輸入される，感温液に水銀が封入されている体温計には JIS T 

4206:2014 を適用することができる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 1604 測温抵抗体 

JIS Z 8103 計測用語 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS Z 8103 によるほか，次による。 


